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シリーズ・ 図書館を使った論文作成法（4）  

論文の作成に役立つ資料の紹介   

お勧めです。出演者の演技がややわぎとらし  

いですが，各巻30分弱で貸し出しも可能です  

ので一度ご覧になって下さい。同じくビデオ  

で国立国会図書館別館利用案内（マルチメ  

ディア・コーナー016．1）というものもあり  

ます。国立国会図書館の利用方法が7分にま  

とめられていますので同園書館に出向いて資  

料を探す方は一見して行かれることをお勧め  

します。  

2．文献探索   

図書館の使い方がわかった後は，具体的な  

文献探索です。ここでは必要な文献を探すに  

ほどうすれば良いかを説明している資料を紹  

介しましょう。   

まず，ある情報が欲しい時にどういった参  

考図書（目録，書誌，辞書など）を調べると  

良いかを知るには情報と文献の探索（長津雅  

男，丸善，1994，開架015．2：N147）や情報源  

としてのレファレンス・ブックス（長澤雅  

男，日本図書館協会，1989，開架015．2：  

N147）が有効です。それぞれ，参考図吾が解  

説付きで紹介されています。   

その他，参考図書に限らず本の探索法が記  

されている本にほ次のようなものがあります。   

現代人のための情報・文献調査マニュアル（情   

報アクセス研究会，青弓社，1990，開架002．7：   

G325）   

現代人のための情報収集術（情報アクセス研究   

会，青弓社，1995，開架002．7：G325）   

文科系学生のための文献調査ガイド（池田祥   

子，青弓社，1995，開架015．2：Ⅰ26）   

文献探索法の基礎：レポート・論文作成・調査   

の必携マニュアル（毛利和弘，1994，開架   

015．2：M854）   

チャート式情報・文献アクセスガイド（大串夏   

身，青弓社，1992，開架015．2：035）   

いずれも全てに目を通す必要ほなく，目次  

などを見て必要なところだけを流し読みする  

このシリーズでほ，これまで3回にわたり  

論文作成のために図書館をどう使うというこ  

とについて説明してきました。今回は最終回  

ということで，まとめを兼ねてこれまでに説  

明してきた文献の探し方や図書館の利用法を  

含めて論文執筆の時に役に立つ資料のリスト  

を一挙紹介いたします（ただし，完全なリス  

トではありませんのでご注意下さい。）。今回  

紹介する本などはすべて中央館に揃っていま  

すので，読んでみて気に入ったものがあれば  

自分の手元に置いて，必要な時に参照できる  

ようにした方がよいでしょう。以下，内容別  

に紹介します（書名の後のカツコは，著者  

名，出版社，出版年，配架場所です。）。  

1．図書館の使い方   

論文作成のための資料集めを効果的に行う  

には，図書館をうまく使う必要があります。  

最初に，図書館を上手に使いこなすための資  

料を紹介しましょう。   

金沢大学の図書館を使うには金沢大学附属  

図書館利用案内（カウンターで入手可。もち  

ろんタダです。）を熟読して下さい。知らな  

かったサービスに出会うことができるかもし  

れません。留学生の方のためには英文版の利  

用案内A User’s guide to the Kanazawa  

University CentralLibraryがあります。   

金沢大学の図書館だけでなく，一般的な図  

書館活用法については，学生・社会人のため  

の図書館活用術（藤田節子，日外アソシエー  

ツ，1993，開架015：F961），大学生と図書  

館．第2版（日本国書館研究会編，日本図書  

館研究会，1989，開架010：D132），大学生の  

ための入門書：図書館における調査と研究．  

全訂版（小林矩子，蒼文社，1982，開架  

015：K75）が詳しく書いてあり役に立ちま  

す。ビデオで図書館の使い方を知りたい方に  

は図書館の達人1～6（マルチメディア・  

コーナー015．2）という図書館紹介ビデオが  
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程度でも構いません。今から文献検索に取り  

かかろうという方ほもう時間がないと焦って  

いるかもしれませんが，急がば回れ，という  

ことでこれらの本どれか1冊でも目を通して  

取りかかってみてはいかがでしょう。きっと  

お役に立つと思います。  

3．学問・知の方法論   

東大教養部のテキスト知の技法（東大出版  

会，1994，開架002：C539），知の論理（東大  

出版会，1995，開架002：C539）などに代表  

されるように，学問について抽象的に述べる  

のでほなく具体的に方法を説明するような本  

が近年非常にたくさん出版されています。こ  

れらの本を読んで研究のための動機づけをす  

ることも意味があります。   

そういった本の中で古典といわれているも  

のが知的生産の技術（梅樟忠夫，岩波新書，  

1969，開架SOO2：U49）です。思わず京大式  

情報力ードを買ってきて，勉強をしたくなっ  

てしまうような本です。ワープロやパソコン  

の発達した現在からみると内容ほ古くなりま  

したが，やる気を起こさせてくれるという点  

で，その精神は生きています。   

この本を乗り越えようとしてベストセラー  

になったのが「超」整理法（野口悠紀雄，中  

公新書，1993，開架Ch OO7．5：N778）です。  

ややビジネス・ライクですが，こちらも「封  

筒を準備して整理してみるか」とやる気を起  

こさせてくれます。その他に次のような本が  

あります。   

「知」のソフトウエア：情報のインプット＆ア   

ウトプット（立花隆，講談社現代新書，1984，   

開架002．7：Tl17）   

知の探偵術：情報はいかに作られるか（武田   

徹，PARCO，1994，開架002．7：T136）   

大学生の学習テクニ、ソク（森晴雄，大月書店，  

1994，開架337．9：M854）  

4．論文，レポートの書き方，文章作法   

この分野の本にほ，論文の構想から執筆ま  

でを述べたものと文章作法について述べたも  

のの2種類があります。これらもたくさんあ  

り過ぎてどの本がよいのかよくわからないほ  

どですが定番といわれているのが理科系の作  

法技術（木下是雄，中公新書，1981，開架  
Ch407：K55）です。これは理科系～という冠  

称がついていますが文科系，理科系を問わず  

学術的な論文を書こうとする人すべてに役立  

ちます。   

近年，ワープロを使って論文を執筆する人  

も増えていますが，そういう方に役立つのが  

ワープロ作文技術（木村泉，岩波新書，  
1993，開架S816：K49）です。この本の中  

で，筆者ほ，「文章を書き上げた瞬間ほ自分  

で名文だと思うが，後から読み返すと必ずい  

やでいやでたまらない段階が来る」というよ  

うなことを書いていますが，このことは文章  

作成の際の結構大切なポイントだと思います。   

図書館を使った論文作成法を手軽に理解す  

るにほ前述の図書館の達人シリーズの中のレ  

ポート・論文のまとめ方（マルチメディア・  

コーナー015．2）というビデオがあります。  

テレビ・ゲーム同様，着実なステップ・クリ  

アが結局は早道ということで，このビデオで  

ほ論文作成を次の10のステップに分けて，学  

生と図書館員の登場するドラマの形で紹介し  

ています。  

■レポート・論文をまとめるための10のス  

7‾ッフ  

庵汐  

ステップ 1  

ステップ 2  

ステップ 3  

ステップ 4  

ステップ 5  

ステップ 6  

ステップ 7  

ステップ 8  

ステップ 9  

ステップ10  

テーマの選択  

事前調査  

仮アウトラインの作成  

関連文献の調査  

利用文献の入手  

情報カードの作成  

最終アウトラインの作成  

執筆と校正  

出典の表示  

仕上げ  

し  

その他には，次のような本があります。  

【論文作成全般】  

アメリカ式論文の書き方（フライ，東京図書，  

1994，開架801．6：F947）  

論文の書き方（清水幾太郎，岩波新書，1959，  

開架S801．6：S556）  

レポートの組み立て方（木下是雄，ちくまライ  

ブラリー36，1990，開架飢6．5：K55）   
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研究レポートのすすめ：卒論・ゼミ論のまとめ   

方（杉原四郎ほか，有斐閣新書，1979，開架   

816．5：K33）   

学術情報の上手な仕上げ方（扇元敬司ほか，川   

島書店，1994，開架816．5：034）   

論文の書き方（沢田昭夫，講談社学術文庫，  

1977，開架816．5：S271）   

論文のレトリック（沢田昭夫，講談社学術文   

庫，講談社，1993，開架816．5：S271）   

卒論・ゼミ論の書き方（早稲田大学出版部，  

1984，開架816．5：S718）   

レポート‥小論文・卒論の書き方（保坂弘司，   

講談社学術文庫，1978，開架816．5：H825）   

英語論文とレポートの書き方（鳥居次好ほか，   

英潮社，1967，書庫830．7：T683）  

【文章作法】   

日本語の作文技術（本多勝一，朝日新聞社，  

1976，開架816：H771）   

実戦・日本語の作文技術（本多勝一，朝日文   

庫，1994，開架816：H771）   

新訂文章の実習（大隅秀夫，日本エディタース   

クール出版部，1984，書庫816：041）   

論文・レポートの文章作法（古郡廷治，有斐閣   

新書，1992，書庫816．5：F992）   

論文執筆ルールブック（中村健一，日本エディ   

タースクール出版部，1988，開架816．5：N163）   

増補学術論文の技法（斉藤孝，日本エディター   

スクール出版部，1988，開架816．5：S158）   

知的生活を楽しむ′ト論文作法：高校生からの小   

論文（鷲田小蒲太，三一新書，1992，開架   

別6．5：W316）  

5．学問分野別の論文作成に役立つ本   

各学問分野の論文作成に役立つ本には次の  

ようなものがあります。こういった本につい  

てほ，指導教官や先輩に教えてもらった方が  

よいでしょう。また，各研究室などにも揃っ  

ていると思います。   

日本史論文の書きかた：レポートから卒業論文   

まで（中尾 尭ほか，吉川弘文館，1992，開架   

210．07：N719）   

地理学講座6．実践と応用（高橋伸夫ほか編，   

古今書院，1989，開架290．1：C541）   

卒論作成マニュアル：よりよい地理学論文作成   

のために（正井春夫ほか，古今書院，1994，開   

架290．7：S718）   

社会学の作法・初級編：社会学リテラシー構築   

のためのレッスン（野村一夫，文化書房博文   

社，1995，開架361：N811）   

科学論文をどう書くか：口頭発表の仕方まで   

（末武国弘，ブルーバックス，講談社，1981，   

開架407：S944）   

医学論文の書きかた（田中潔，医学書院，  

1991，開架490．7：T161）   

古典文学論文：レポート制作マニュアル（市古   

貞次ほか著，国文学：解釈と教材の研究第33巻   

9号，1988，書庫雑誌）   

レポート・論文必携：明治大正昭和文学を研究   

する人のために（岩城之徳ほか編，別冊国文学   

20，1983，書庫雑誌）   

英文学卒業論文ガイド（内多毅，英潮社，  

1978，開架930．7：U17）   

英文科学生必携ハンドブック（研究社出版，  

1981，開架930て：E34）   

卒業論文のテーマと書き方（野町二，研究社，  

1964，開架930．7：N799）   

理工学文献の特色と利用法（上田修一ほか著，   

図書館・情報学シリーズ8，勤葦書房，1987，   

現在受入中）  

＊  ＊  ＊   

ワープロによる卒論の執筆，マルチメディ  

アに対応したパソコンの普及，インターネッ  

トによる情報検索や情報交換など学術研究の  

方法は従来とは全然違うものになりつつあり  

ます。それに応じて論文の書き方も変化して  

います。そういう時代の流れとともに，論文  

作成をバックアップする図書館のサービスも  

今後大きく変化していく可能性があります。  

その頃は，このシリーズで紹介した方法とほ  

全然違った図書館の使い方がされ，このシ  

リーズの続編が（恐らく電子メディア上に）  

善かれていることでしょう。それは，意外に  

近い将来なのかもしれません。  

（橋  洋平，林 裕紀子）  
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